
で
は
か
な
り
の
緊
張
を
感
じ
る
と
思
い
ま

日
米
安
保
協
議
で
「
2
プ
ラ
ス
2」
の
合
…

す。
一
方、
同
じ
中
華
世
界で
も
台
湾に

意
が
さ
れた
わ
け
で
す。
中
国
の
脅
威
に
…

は
親日
感
も
あ
り、
日本
人に
とっ
て
は

対し
て
大
き
な
有
効
性
を
持つ
も
の
で、

日
中
間
の
安
心・
安全
は
重
要な
テ
i

す
ご
く
「
安
心」
で
き
ま
す。

そ
の
意
味で、
小
泉
外
交
を
評
価し
て
い
…

…
マ
で
あ
り
ま
す。
日
中
間
で
安全・
安
心

「
安全」
は
個
人の
レベ
ル
と
い
う
よ

ま
す。

…
を
確
保
す
る
こ
と
は
実
に
難し
い
し、
当

り
も、
国
家の
レベ
ル
の
こ
と
に
な
り
ま

日
中
の
安
心・
安全
は
最
終
的
に
は
法
…

…
面
期
待で
き
な
い
と
思
い
ま
す。
日
中
関

す。
中
国は
最
近、

軍事
的
色
彩
が
非
常

に
依
拠
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん。
し
か
…

…
係
は、
一
時
的
に
は
と
も
か
く一
度
崩
れ

に
強
まっ
て
い
ま
す。
し
か
し、
そ
れ
は

し、
両
国
間
に
は
法
感
覚の
大
き
な
違
い
…

…
る
と
な
か
な
か
修
復で
き
な
い
「
異
母
兄

「
民
衆の
た
め
の
安全
保
障」
で
は
な
く

が
あ
り
ま
す。
日
本
は
法
治
国
家
で
す
…

…
弟」
の
関
係で
す。

「
国
家の
た
め
の
安全
保
障」
で
す。
台

が、
中
国
は
法
治
国
家
と
は
い
え
ま
せ
…

「
安
心」
は
国
民
感
情
と
し
て
相互
信

は
た
いへ
ん
激
し
い
も
の
が
あ
り、
そう

湾
海
峡の
安全
につ
い
て
も
軍
事
力で
威

ん。
従っ
て
中
国が
共
産
党の一
党
独
裁
…

…
頼に
立
脚
す
る
も
の
で
す
が、
中
国
と
い

い
う
状
況で
は、
中
国
と
安
心
し
て
付
き

嚇し、
さ
ら
に
日
中
間
も
軍
事
力で
威
嚇

体
制
を
や
め
な
い
限
り、
日
中
間
に
は
…

“
う
国
の
レベ
ル
で
考
え
る
と、
信
頼
関
係

合
う
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん。

し
よ
うと
し
て
い
ま
す。

「
安
心」
も
「
安全」
も
な
い
と
い
う
こ
…

…
の
構
築
が
難し
い。
昨
年の
反
日
デ
モ
に

普通
に
旅
行
を
し
て
い
て
も
今の
中
国

こ
う
し
た
状
況の
中
で、
昨
年2
月
に

と
で
す。

…

2006.10.21-法感覚に違い、信頼関係の構築難しい(産経新聞大阪版)

胃：調町司

法
感
覚
に

違
い

信
頼
関
係
の

構
築
難
し
い

、

中京
嶋i

み
ね
お
嶺
雄
氏


